






(結論) 1. 当科において経験した急性腎不全例は 31 例で、全ての年令にみられたが

61.3％は 5才以下の乳幼児例であった。 

 2. 31例の予後をみると20例(65％)は腎機能の回復をみたが、6例(19％)は慢性腎不全、

末期腎不全へ進行し、5例に死亡例があり、11 例(35％)は予後不良と考えられた。 

 3. 小児期急性腎不全では一般的治療のみならず、原疾患に対する積極的な治療が重要で

あると思われる。 


